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“2009pdm” から学んだこと, これから ・・・・
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新型インフルエンザの出現と流行

2009年 3月18日 メキシコで ５歳の男子が ・・・・・
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（ 2009年 6月11日）

感染者数 27,737人

死亡者131人 （死亡率 0.5％）

WHO：フェーズ６宣言
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日本における新型インフルエンザ流行状況

（ 2009年 5月19日）

IDSCホームページより
国内初の感染事例報告は5月16日（神戸）

（ 2009年 7月24日）
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“First Few Hundred (FF100) Approach” 

・ 新型ウイルスに感染した最初の数百例の解析

・ 伝播性，病原性の評価

・ 年齢/性別，危険因子，臨床的特徴

・ 治療薬に対する反応性

迅速かつ正確な “FF100 approach” と，そのフィードバック
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20世紀に登場した新型インフルエンザ

1918年

スペインかぜ
（Ｈ１Ｎ１）

1957年

アジアかぜ
（Ｈ２Ｎ２）

1968年

香港かぜ
（Ｈ３Ｎ２）

1977年

ソ連かぜ
（Ｈ１Ｎ１）

2009年

新型
（Ｈ１Ｎ１）

1933年 ヒトインフルエンザウイルス分離

（Smith, Andrees, Laidlowら）

1940年 米国で不活化ワクチン実用化

1944年 米国でペニシリン臨床応用

1972年 日本でＨＡ型ワクチン実用化

2000万人死亡 100万人死亡 6万人死亡 10万人死亡 約1.6万人
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http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/rireki/100224-02.html

新型インフルエンザによる入院者数

入
院

数

2010年 2月23日 17,481例
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約80％ が15 歳未満！
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http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/rireki/100224-02.html
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新型インフルエンザによる死亡者数
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死
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数

2010年 2月23日 194例

40～50代に ピーク！
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死亡者数 194人

感染者数 2000万人以上

死亡率

0.001％ 以下

新型インフルエンザの死亡率は？

＝

季節性インフルエンザの死亡率は ・・・・・・ 約 0.1%

なぜ新型で死亡率が低いのか？

病原性が弱い？

抗ウイルス剤の効果？

ー 2010年 2月23日時点 ー
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オセルタミビル早期投与の死亡率に及ぼす影響

ー 78 研究 （約29,000症例）のメタ解析報告ー

発症後日数

２日以内に治療開始 （P＜0.0001)

３日に治療開始

４日に治療開始

５日に治療開始

５日以降に治療開始

Muthuri SG et al.  Lancet Respir Med  2014
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オセルタミビル 75mg, 1日2回投与の有効性

ー Double-blind 9 研究 （約4,300症例）のメタ解析報告ー

・ 症状改善までの時間 21％短縮 （p＜0.0001)

・ 呼吸器細菌感染症合併 4.9% vs 8.7% (p=0.0001)

・ 全ての理由による入院 0.6% vs 1.7% (p=0.013)

・ 副反応 悪 心 9.9% vs 6.2% (p＜0.0001)

嘔 吐 8.0% vs 3.3% (p＜0.0001)

Dobson J et al.  Lancet  2015
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http://www.nih.go.jp/niid/archives/#H1N1swl

新型インフルエンザウイルス ヘマグルチニン

ノイラミニダーゼ

ＲＮＡ
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インフルエンザウイルス

（HA, 16種類） （NA, 9種類）

ヘマグルチニン ノイラミニダーゼ

Ｘ ＝ 144種類

Ｈ１Ｎ１

Ｈ２Ｎ２

Ｈ３Ｎ２

Ｈ５Ｎ１

Ｈ７Ｎ９

・・・・・
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次のインフルエンザ・パンデミックは “いつ” “何型”？

ＨＮ型 報告年 症例数 死亡率 鳥集団感染

H7N7 1959-2013 ～100 0～ ー

H5N1 1997-2013 ～1000 30～60 ＋

H9N2 1999-2013 ～10 0～ ー

H7N2 2003-2007 ～10 0～ ＋

H7N3 2003-2012 ～10 0～ ＋

H10N7 2004-2010 ～10 0～ ＋

H7N9 2013 ～200 30～ ー

H6N1 2013 ～10 0～ ー

H10N8 2013 ～1 100 ー

Kelvin KWT et al.  Journal of Infection  2014
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http://www.who.int/csr/disease/avian_influenza/country/

H5N1型インフルエンザの国別発生数と死亡数

発生国 症例数 死亡数 死亡率

エジプト 346 116 33.5

インドネシア 199 167 83.9

ベトナム 127 64 50.4

カンボジア 56 37 66.1

中国 52 31 59.6

タ イ 25 17 68.0

トルコ 12 4 33.3

アゼルバイジャン 27 13 48.1

全 体 844 449 53.2

ー WHO: 2003年～2015年 10月15日 ー
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オセルタミビルの血漿中濃度

感性株 IC50 :  0.45 ng/ml

耐性株 IC50 :   99 ng/ml

オセルタミビル・インタビューフォームから

(ng/mL)
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耐性ウイルス感染症に対するオセルタミビルの効果

Kawai N. et al. Journal of Infection  2009
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2011/12 シーズン

2012/13 シーズン

国立感染症研究所 感染症情報センター「病原微生物検出情報」
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2013/14 シーズン

2014/15 シーズン

国立感染症研究所 感染症情報センター「病原微生物検出情報」
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A (H1) pdm09が来るのか, A (H3)が来るのか, あるいは ・・・・・

2015/16 シーズン

国立感染症研究所 感染症情報センター「病原微生物検出情報」
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“インフルエンザ・インターネット・サーベイ”の特徴

・ 重症例サーベイランス ・・・・・・・・・・・ 入院例を対象

・ リアルタイムな情報発信 ・・・・・ ・・・・ 迅速フィードバック

・ “新型インフルエンザ” 対策 ・・・・・・・ 有事を察知

・ 病原体遺伝情報の解析 ・・・・・・・・・・ 病原性 - 耐 性

・ 新規治療薬開発へ応用 ・・・・・・・・・・ 産学連携の促進

なぜ今， 新しいサーベイが必要か ？
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本サーベイランスの特徴
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症例登録の入力項目は最小限です
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年齢別 患者背景・基礎疾患
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肺炎合併症例の種類

細菌性肺炎合併の場合の菌種
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使用した抗インフルエンザ薬 その他に行った治療について

使用せず

登録症例における予後 治 癒 119例

死 亡 11例

経過観察 5例

死亡率 8.1％
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今シーズンは重症例が多いと

感じますか？

感じる 48例

感じない 47例

わからない 39例

今シーズンに何例ぐらいの

インフルエンザを診ましたか？

総 計 2,191例

入院例 135例

感じる 35.8 ％ 入院例 6.2 ％
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インフルエンザ入院例，重症例の経年的推移

“新型インフルエンザ” 察知のシュミレーション

2015 16’     17’      18’     19’    20’     21’     22’     23’         

50

40

30

20

10

0

感じる

入院例頻
度

（
％

）

31



“ 呼吸器感染症 インターネット・サーベイ” へ

1．非結核性抗酸菌症

・ どのくらいの症例が存在しているのか

・ 臨床/疫学的特徴，治療に対する反応性？

・ 病原体の網羅的遺伝子解析

2．百日咳

3．マイコプラズマ

4．肺炎球菌
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“ 呼吸器感染症 インターネット・サーベイ ”

疫学からスタート し ・・・・

・ 1万人を超える呼吸器専門医集団

・ 感染症（疑い）症例の集積-解析

・ 呼吸器学会としての特殊性を出した活動

臨床研究に展開！

産学連携の推進！

・ 遺伝子変異 （耐性・病原性）

・ ワクチン有効性

・ 抗インフルエンザ薬の評価

・ 創薬への貢献，連携
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・ 正確な情報の共有

感染症アウトブレイクに対する心得

・ 適切な対応・迅速な順応

・ 冷静な判断

・ 国内/海外情報ネットワーク

・ 情報の “正しさ” の評価

・ 情報から本質を見極める・・・・・

・ ガイドライン作成

・ 検査薬・治療薬の確保

・ 教育・実践・シュミレーション

・ 医療現場での順応性強化

・ マスコミ対策，マスコミとの協力

・ エビデンスに基づく判断

・ 事例の検証と問題点の改善 34


